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１
．
は
じ
め
に

　

平
成
バ
ブ
ル
の
崩
壊
以
降
、
わ
が
国
労
働

市
場
の
変
化
の
方
向
性
は
、
①
非
正
規
雇
用

比
率
の
上
昇
と
②
終
身
雇
用
・
年
功
賃
金
の

見
直
し
、
の
二
つ
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
の
発
生
を
経
て
、
そ
う
し
た
ト
レ
ン

ド
に
変
化
が
窺
わ
れ
る
。

　
「
今
後
の
企
業
経
営
と
雇
用
の
あ
り
方
に

関
す
る
調
査
（
実
施
は
二
〇
一
二
年
二
～
三

月
）」
で
は
、
過
去
三
年
は
正
社
員
比
率
を

引
き
下
げ
る
企
業
の
割
合
が
相
対
的
に
高
か

っ
た
も
の
が
、
今
後
三
年
で
は
「
正
社
員
減

少
・
非
正
社
員
増
加
横
ば
い
」
と
「
正
社
員

増
加
横
ば
い
・
非
正
社
員
減
少
」
が
拮
抗
す

る
見
通
し
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
正
社
員

に
つ
い
て
「
長
期
雇
用
を
維
持
す
べ
き
」
に

賛
成
す
る
企
業
が
約
八
〇
％
に
上
る
。
一
方
、

「
第
六
回
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査
」
で
は

「
終
身
雇
用
」
を
支
持
す
る
割
合
が
過
去
最

高
の
八
七
・
五
％
と
な
っ
た
。「
正
社
員
回

帰
」「
終
身
雇
用
回
帰
」
の
動
き
が
、
労
使
両

サ
イ
ド
か
ら
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
変
化
の

背
景
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
意
味

す
る
も
の
は
何
か
を
考
察
し
、
今
後
の
あ
る

べ
き
雇
用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
私
見
を
述

べ
た
い
。

２
．「
正
社
員
回
帰
」「
終
身
雇
用

回
帰
」
の
背
景

　

ま
ず
、
企
業
サ
イ
ド
で
「
正
社
員
回
帰
」

の
動
き
が
み
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
実
は
そ

の
兆
候
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
二

〇
〇
〇
年
代
半
ば
こ
ろ
か
ら
み
ら
れ
て
い
た
。

九
〇
年
代
に
お
け
る
急
激
な
非
正
規
比
率
の

上
昇
に
伴
う
弊
害
が
、
現
場
に
お
け
る
技
能

伝
承
の
困
難
化
や
働
き
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
低
下
と
い
っ
た
形
で
め
だ
っ
て
き
は
じ

め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
統
計
上
の

動
き
を
み
て
も
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て

以
降
、
非
正
規
雇
用
比
率
の
上
昇
テ
ン
ポ
は

ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
底
流
に
は
、
わ
が
国
企
業
に
お

け
る
非
正
規
労
働
力
活
用
の
最
大
の
狙
い
が

人
件
費
削
減
に
あ
っ
た
と
の
事
情
が
あ
る
。

一
般
に
、
非
正
規
労
働
力
活
用
の
背
景
に
、

経
済
変
動
の
拡
大
に
対
す
る
労
働
力
調
整
の

柔
軟
性
向
上
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
企
業
は
コ

ス
ト
削
減
を
最
大
理
由
に
考
え
て
い
る
。
厚

生
労
働
省
「
就
業
形
態
の
多
様
化
に
関
す
る

総
合
実
態
調
査
」（
平
成
二
二
年
）
で
は
、
正

社
員
以
外
の
労
働
者
の
活
用
理
由
（
複
数
回

答
）
と
し
て
「
賃
金
の
節
約
の
た
め
」
を
あ

げ
る
事
業
所
が
四
三
・
八
％
と
最
も
高
い
割

合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
フ
レ
キ
シ

ビ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
臨
時
雇
用
や
日
雇
い
労

働
者
の
全
雇
用
者
に
占
め
る
割
合
は
必
ず
し

も
上
昇
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
九
〇
年

代
に
増
え
た
非
正
規
は
、
実
は
雇
用
期
間
が

一
年
を
上
回
る
「
常
雇
・
非
正
規
」
で
あ
っ

た
事
実
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

　
「
雇
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
」
で
も
、

非
正
社
員
の
八
割
以
上
を
「
一
年
以
上
」
常

用
し
て
い
る
企
業
は
二
社
に
一
社
以
上
に
の

ぼ
り
、
非
正
社
員
の
八
割
以
上
を
「
三
年
以

上
」
常
用
し
て
い
る
企
業
は
四
社
に
一
社
に

な
っ
て
い
る
。
要
は
、
経
済
変
動
の
増
大
に

対
応
し
て
非
正
規
を
活
用
す
る
と
い
う
よ
り

も
、
人
件
費
削
減
の
困
難
な
正
社
員
の
比
率

を
引
き
下
げ
、
非
正
規
で
代
替
し
よ
う
と
い

う
思
惑
が
企
業
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

一
方
、「
終
身
雇
用
回
帰
」
の
背
景
に
は
、

過
去
一
〇
年
余
り
に
お
け
る
雇
用
の
流
動
化

が
必
ず
し
も
望
ま
し
い
形
で
は
進
ま
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
九
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
〇

〇
年
代
初
め
、
金
融
危
機
・
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩

壊
な
ど
厳
し
い
経
済
の
落
ち
込
み
に
遭
遇
す

る
な
か
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
大

規
模
な
人
員
削
減
が
行
わ
れ
た
。
大
手
企
業

の
な
か
に
は
経
営
者
が
終
身
雇
用
の
限
界
を

公
言
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
、
企
業
は
「
キ

ャ
リ
ア
自
律
」
の
重
要
性
を
強
調
し
、
い
わ

ゆ
る
成
果
主
義
型
の
賃
金
制
度
の
導
入
を
図

っ
た
。
雇
用
の
流
動
化
と
脱
年
功
賃
金
が
経

営
の
自
由
度
を
高
め
、
企
業
の
再
生
、
ひ
い

て
は
日
本
経
済
の
活
性
化
を
も
た
ら
す
こ
と

を
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
企

業
の
財
務
体
質
は
強
化
さ
れ
た
が
、
想
定
外

の
副
作
用
が
め
だ
っ
て
き
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、「
七
・
五
・
三
」

問
題
（
入
職
後
三
年
以
内
の
離
職
率
が
中
卒

七
割
、
高
卒
五
割
、
大
卒
三
割
と
な
っ
て
い

る
こ
と
）
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
の
離
職
率
の

高
さ
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
新

卒
採
用
の
削
減
で
若
手
が
手
薄
な
と
こ
ろ
に
、

両
調
査
の
結
果
を
ど
う
読
み
解
く
べ
き
か

「
正
社
員
回
帰
・
終
身
雇
用
回
帰
」
を
ど
う
と
ら
え
る
か

日
本
総
合
研
究
所
　
調
査
部
長
　
山
田
　
久
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若
年
層
の
離
職
が
増
え
た
こ
と
で
、
と
り
わ

け
大
手
企
業
で
は
企
業
特
殊
的
能
力
の
伝
承

が
上
手
く
い
か
ず
、
年
齢
構
成
が
い
び
つ
に

な
る
こ
と
で
職
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
綻
び

を
み
せ
た
。
結
果
と
し
て
、
日
本
企
業
の
競

争
力
の
源
泉
で
あ
っ
た
組
織
能
力
が
低
下
し

た
。
日
本
の
各
企
業
が
一
年
間
に
生
み
出
す

付
加
価
値
の
合
計
が
日
本
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
と
い
え
る
が
、
一
九
九
七
年
を

ピ
ー
ク
に
低
下
ト
レ
ン
ド
を
た
ど
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
企
業
利
益
が
上
が
っ
て
き

た
の
は
、
大
幅
な
人
件
費
削
減
を
行
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
日
本
企

業
は
縮
み
志
向
を
強
め
て
き
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
う
し
た
な
か
で
働
き
手
に
と
っ
て
も

雇
用
の
流
動
化
は
平
均
的
に
み
れ
ば
不
利
に

働
い
て
き
た
。
厚
生
労
働
省
「
雇
用
動
向
調

査
」
で
は
、
転
職
入
職
者
の
賃
金
変
動
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば

九
七
年
ま
で
は
「
一
割
以
上
減
少
」
は
「
一

割
以
上
増
加
」
を
下
回
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

以
降
は
「
減
少
」
が
「
増
加
」
を
一
貫
し
て

上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
経
済
低
迷
が

長
期
化
す
る
な
か
で
雇
用
機
会
の
縮
小
が
続

き
、
企
業
規
模
別
賃
金
格
差
が
拡
大
す
る
も

と
で
賃
金
下
落
を
伴
う
転
職
の
ケ
ー
ス
の
方

が
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
経
済
全
体
が
縮
み
志
向
を
強
め

る
な
か
、
先
行
き
不
透
明
感
が
高
ま
り
、
働

き
手
の
終
身
雇
用
志
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
こ
こ
に
き
て
若
者
の
保
守
化
傾

向
の
強
ま
り
が
目
立
ち
、「
勤
労
生
活
に
関
す

る
調
査
」
で
は
、二
〇
～
三
〇
歳
代
で
の
「
終

身
雇
用
」
の
支
持
割
合
が
上
昇
し
、
八
割
以

上
が
「
良
い
こ
と
だ
と
思
う
」
あ
る
い
は
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
良
い
こ
と
だ
と
思
う
」
と

答
え
て
い
る
。

　

以
上
は
企
業
や
働
き
手
の
い
わ
ば
ミ
ク
ロ

の
視
点
で
み
て
き
た
が
、
こ
れ
を
マ
ク
ロ
的

な
視
点
か
ら
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
こ
う
し
た
「
雇
用
形
態
の
多
様

化
＝
非
正
規
比
率
の
上
昇
」「
キ
ャ
リ
ア
自
律

＝
雇
用
の
流
動
化
」
を
企
業
が
推
し
進
め
よ

う
と
し
て
き
た
直
接
の
原
動
力
は
、
す
で
に

ふ
れ
た
通
り
、
平
成
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
一
向

に
減
ら
な
か
っ
た
人
件
費
負
担
の
上
昇
に
あ

っ
た
。
人
件
費
負
担
の
大
き
さ
を
図
る
指
標

と
し
て
労
働
分
配
率
が
あ
る
が
、
八
〇
年
代

に
は
六
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
九
〇

年
代
大
き
く
上
昇
し
、
九
〇
年
代
末
に
は
七

〇
％
を
超
え
た
。
そ
う
し
た
状
況
で
は
企
業

は
存
続
に
必
要
な
設
備
投
資
資
金
も
捻
出
で

き
ず
、
人
件
費
削
減
は
至
上
命
題
と
な
っ
た
。

そ
の
対
応
策
と
し
て
と
ら
れ
た
の
が
、「
雇
用

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と

で
進
め
ら
れ
た
非
正
規
雇
用
比
率
の
引
き
上

げ
で
あ
り
、「
キ
ャ
リ
ア
自
律
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
で
の
教
育
訓
練
費
の
抑
制
や

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
で

あ
っ
た
。
一
世
を
風
靡
し
た
成
果
主
義
も
、

結
局
は
人
件
費
抑
制
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

さ
れ
た
面
が
強
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
非
正
規
化
・
流
動
化
・
成

果
主
義
の
諸
施
策
に
よ
り
、
九
〇
年
代
半
ば

ま
で
は
右
肩
上
が
り
で
上
昇
し
て
き
た
人
件

費
が
、
む
し
ろ
右
肩
下
が
り
の
ト
レ
ン
ド
に

転
じ
た
。
そ
の
後
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
な
ど
で
一
時
的
に
大
き
く
上
昇
し
た
局

面
が
あ
っ
た
も
の
の
、
足
元
で
は
六
〇
％
台

半
ば
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
最
大
の
眼
目

で
あ
っ
た
人
件
費
削
減
に
目
途
が
つ
く
な
か
、

非
正
規
化
・
流
動
化
・
成
果
主
義
の
弊
害
面

が
強
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
正
社
員

回
帰
」「
終
身
雇
用
回
帰
」
の
動
き
が
み
ら
れ

て
き
た
、
と
い
う
の
が
現
在
の
状
況
で
あ
ろ

う
。

３
．
日
本
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
中

長
期
的
方
向
性

　

で
は
、
こ
の
と
こ
ろ
の
「
正
社
員
回
帰
」

「
終
身
雇
用
回
帰
」
の
動
き
は
、
日
本
の
雇

用
シ
ス
テ
ム
の
中
長
期
的
な
方
向
性
に
と
っ

て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

　

九
〇
年
代
後
半
期
に
失
業
率
が
急
上
昇
し

た
時
期
、
わ
が
国
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
構
造

変
化
を
起
こ
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

一
時
的
な
変
動
に
過
ぎ
な
い
の
か
に
見
方
が

大
き
く
分
か
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に

入
っ
て
失
業
率
は
一
段
と
上
昇
し
、
非
正
規

化
の
動
き
も
強
ま
る
な
か
、
構
造
変
化
説
が

優
勢
に
み
え
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代

半
ば
以
降
、
失
業
率
の
上
昇
は
止
ま
り
非
正

規
化
の
ス
ピ
ー
ド
も
鈍
っ
て
き
た
。
足
元
の

完
全
失
業
率
は
四
％
半
ば
の
水
準
で
、
先
進

国
の
中
で
は
低
い
と
い
っ
て
よ
く
、
時
系
列

的
に
み
て
も
ピ
ー
ク
の
五
％
台
か
ら
低
下
し

て
き
て
い
る
。
厳
し
い
経
済
環
境
の
な
か
で

は
ま
ず
ま
ず
の
雇
用
情
勢
と
い
っ
て
よ
い
。

人
件
費
が
高
ま
っ
た
時
期
、
一
時
的
に
非
正

規
化
や
成
果
主
義
な
ど
の
動
き
が
み
ら
れ
た

が
、
人
件
費
負
担
が
正
常
化
に
向
か
う
な
か
、

「
正
社
員
回
帰
」「
終
身
雇
用
回
帰
」
の
動
き

が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
結
局
は
、
わ
が
国
の

長
期
雇
用
重
視
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
強
固
さ

と
安
定
性
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

に
み
え
る
。

　

し
か
し
、
過
去
二
〇
年
を
経
て
、
わ
が
国

の
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
相
当
程
度
不
可
逆
的
な

変
化
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

確
か
に
正
社
員
回
帰
の
動
き
が
み
ら
れ
る
と

は
い
え
、
い
っ
た
ん
高
ま
っ
た
非
正
規
雇
用

比
率
が
再
び
元
に
戻
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
終
身
雇
用
へ
の
支
持
は
根
強
い
と
は
い

え
、
大
手
企
業
で
は
不
況
時
に
希
望
退
職
を

募
集
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
、
ゆ
っ
く
り
と

で
は
あ
れ
着
実
に
転
職
率
は
上
昇
し
て
い
る
。

長
期
雇
用
尊
重
の
日
本
型
雇
用
慣
行
の
強
固

さ
・
粘
着
性
が
確
認
さ
れ
る
一
方
で
、
徐
々

に
で
は
あ
れ
確
実
に
構
造
変
化
も
生
じ
て
い

る
の
が
公
平
な
見
方
と
い
え
よ
う
。
結
局
、

「
構
造
変
化
」
か
「
一
時
変
動
」
か
の
二
律

背
反
で
は
な
く
、
現
実
は
二
つ
の
側
面
を
持

ち
な
が
ら
変
化
す
る
部
分
と
変
化
し
な
い
部

分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
九
〇
年
代
後
半
以
降
噴

出
し
て
き
た
構
造
問
題
は
解
決
さ
れ
な
い
ま

ま
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

第
一
は
若
年
就
業
問
題
で
あ
る
。

　

一
五
～
二
四
歳
の
就
業
率
は
長
期
的
な
低

下
傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
に

は
三
九
・
一
％
と
一
〇
年
前
か
ら
一
・
九
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

間
一
五
～
六
四
歳
で
み
れ
ば
一
・
四
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
お
り
、
一
〇
歳
刻
み
の
年
齢
階

層
別
で
は
低
下
し
た
の
は
一
五
～
二
四
歳
の

み
で
あ
る
。
背
景
に
あ
る
の
は
、
企
業
の
採

用
数
の
絞
り
込
み
で
あ
る
。
足
元
で
や
や
持

ち
直
し
の
兆
し
は
あ
る
も
の
の
、
企
業
の
採

用
意
欲
は
歴
史
的
に
は
低
水
準
で
、
い
わ
ゆ

る
厳
選
採
用
の
強
ま
り
も
あ
り
、
実
際
に
就

職
で
き
る
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
就
職
時
に

正
社
員
に
な
れ
な
い
若
者
は
非
正
規
労
働
者

と
し
て
働
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
わ
が
国
の

場
合
、
非
正
規
か
ら
正
規
へ
の
転
換
に
は
高

い
壁
が
あ
る
。「
雇
用
の
あ
り
方
に
関
す
る

調
査
」
で
は
、
非
正
社
員
か
ら
正
社
員
へ
転

換
す
る
施
策
を
導
入
し
て
い
る
企
業
は
着
実

に
増
え
て
き
て
い
る
も
の
の
、
過
去
三
年
の

累
積
転
換
者
数
は
非
正
規
社
員
の
二
割
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
今
後
、
六
〇
歳
代
前
半
の
高
齢

者
の
雇
用
継
続
が
義
務
化
さ
れ
る
見
通
し
の

も
と
で
、
若
者
雇
用
の
採
用
抑
制
ス
タ
ン
ス

の
強
ま
り
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
も
あ
る
。

　

第
二
に
賃
金
の
下
落
基
調
の
長
期
化
で
あ

る
。

　

わ
が
国
雇
用
者
の
平
均
賃
金
は
一
九
九
七

年
を
ピ
ー
ク
に
下
落
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。

こ
の
主
因
は
賃
金
の
低
い
非
正
規
雇
用
比
率

の
高
ま
り
に
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
成
果
主
義

の
導
入
で
賃
金
抑
制
ス
タ
ン
ス
が
維
持
さ
れ

て
き
た
こ
と
の
影
響
も
あ
る
。こ
う
し
た「
賃

金
デ
フ
レ
」
の
継
続
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

の
激
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
国
内
市
場
の
伸

び
悩
み
に
対
し
、
雇
用
維
持
を
優
先
し
て
賃

金
引
き
下
げ
で
対
応
し
よ
う
と
い
う
労
使
の

選
択
の
結
果
と
い
え
る
。

　

米
国
型
資
本
主
義
の
優
位
が
喧
伝
さ
れ
た

九
〇
年
代
終
わ
り
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
め

に
か
け
て
、
大
手
製
造
業
を
中
心
に
事
業
再

編
の
動
き
が
広
が
り
、
大
規
模
な
人
員
削
減

も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
わ
が
国

の
労
使
は
米
国
型
の
積
極
的
な
事
業
再
編
と

雇
用
流
動
化
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
事

業
再
編
は
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
で
人
員
削

減
を
抑
え
、
コ
ス
ト
削
減
・
人
件
費
抑
制
に

よ
る
雇
用
維
持
を
優
先
す
る
方
向
性
を
選
ん

だ
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
賃
金
の
下
落
基
調
の
長
期
化
が

家
計
所
得
の
伸
び
悩
み
を
通
じ
て
低
価
格
志

向
を
強
め
、
デ
フ
レ
を
常
態
化
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
デ
フ
レ
が
さ
ら
に
企
業
の
コ
ス

ト
削
減
・
人
件
費
抑
制
を
誘
発
し
、
経
済
の

縮
み
志
向
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結

果
、
雇
用
の
受
け
皿
が
縮
小
し
、
有
利
な
転

職
機
会
も
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
女
性
の
能
力
発
揮
の
た
め
の
環
境

整
備
が
な
お
不
十
分
で
あ
る
。

　

近
年
、
わ
が
国
の
女
性
の
就
業
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
未
婚
化
・
晩
婚
化

に
よ
る
効
果
が
大
き
く
、
子
供
を
持
つ
女
性

が
働
き
に
く
い
環
境
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

と
り
わ
け
、
女
性
の
管
理
職
比
率
の
低
さ
は

先
進
国
の
な
か
で
際
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

保
育
所
の
未
整
備
の
影
響
も
あ
る
が
、
わ
が

国
の
雇
用
慣
行
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。

職
務
分
担
が
曖
昧
で
仕
事
が
属
人
的
に
な
る

傾
向
が
強
く
、
高
い
職
責
の
仕
事
の
場
合
、

所
定
時
間
内
の
勤
務
で
は
こ
な
せ
な
い
傾
向

が
強
い
。
そ
う
な
れ
ば
、「
男
性
＝
正
社
員
＝

コ
ア
業
務
／
女
性
＝
非
正
社
員
＝
周
辺
業

務
」
と
い
う
男
女
分
業
の
関
係
が
な
か
な
か

是
正
さ
れ
に
く
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
非
正
規
雇
用
比

率
の
上
昇
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
既
存
雇
用

の
安
定
性
が
一
定
程
度
回
復
さ
れ
て
き
た
と

は
い
え
、
良
質
な
雇
用
機
会
が
ジ
リ
ジ
リ
と

縮
小
し
て
い
く
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

「
正
社
員
回
帰
」「
終
身
雇
用
回
帰
」
の
動
き

を
か
つ
て
の
日
本
的
な
安
定
的
社
会
を
回
復

す
る
動
き
と
し
て
、
手
放
し
で
歓
迎
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

４
．
二
律
背
反
の
解
消
策

　

雇
用
は
経
済
の
派
生
需
要
で
あ
り
、
環
境

変
化
に
適
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
良
質
な
雇

用
は
確
保
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
雇
用

と
は
人
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
急
激
な
変

化
は
難
し
い
。
こ
の
二
律
背
反
の
状
況
の
も

と
で
、
前
節
で
指
摘
し
た
問
題
の
解
決
が
な

さ
れ
る
方
向
で
、
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
根

幹
を
残
し
な
が
ら
も
変
化
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
わ
が
国
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
基
本

形
を
根
強
く
と
ど
め
な
が
ら
、“
行
き
つ
戻
り

つ
”
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
ゆ
っ
く
り
し
た

構
造
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
り
、
そ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
な
け
れ
ば
雇
用
シ
ス

テ
ム
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
だ
。
長
期
雇
用
重
視
の
日
本
の
雇
用
シ
ス

テ
ム
の
伝
統
と
非
正
規
化
・
流
動
化
・
女
性

活
用
と
い
う
環
境
変
化
の
要
請
を
両
立
さ
せ

る
仕
掛
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
具
体
的
に
二
律
背
反
を
解
決
す
る

方
策
は
あ
る
の
か
。
筆
者
は
そ
れ
を
「
職
務

型
正
社
員
」と「
ス
キ
ル
蓄
積
型
非
正
社
員
」

を
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
「
職
務
型
正
社
員
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
正

社
員
と
い
え
ば
い
わ
ば
包
括
契
約
と
し
て
企

業
に
属
し
、
属
人
的
に
仕
事
を
与
え
ら
れ
て

き
た
が
、
あ
く
ま
で
仕
事
内
容
を
明
確
に
し

た
う
え
で
企
業
と
の
無
期
の
雇
用
契
約
を
結

ぶ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
日

本
型
正
社
員
は
、
仕
事
内
容
・
労
働
時
間
・

勤
務
時
間
が
選
べ
な
い
滅
私
奉
公
的
な
働
き

方
で
あ
る
が
、
職
務
型
正
社
員
で
は
仕
事
内

容
が
選
べ
る
た
め
労
働
時
間
や
勤
務
地
の
選

択
の
余
地
が
で
て
く
る
。
そ
の
分
、
処
遇
に

つ
い
て
は
低
く
な
っ
て
も
働
き
手
サ
イ
ド
と

し
て
は
納
得
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、「
ス
キ
ル
蓄
積
型
非
正
社
員
」
と
は
、

常
用
型
を
基
本
と
し
た
専
門
職
人
材
派
遣
や

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と

い
う
働
き
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
研
究

職
・
技
術
職
の
分
野
で
は
、
派
遣
会
社
の
正

社
員
と
し
て
雇
わ
れ
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
で
派
遣
さ
れ
て
勤
務
し

て
い
る
人
々
が
す
で
に
多
数
存
在
す
る
。
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
は
、

自
ら
築
い
て
き
た
専
門
技
能
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
、
自
ら
は
自
営
業
の
立
場
で
複

数
の
企
業
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
で
業
務

委
託
契
約
を
結
ん
で
働
く
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
働
き
方
を
す
る
人
も
生
ま
れ
て
き

て
い
る
。

　
「
職
務
型
正
社
員
」
や
「
ス
キ
ル
蓄
積
型

非
正
社
員
」
が
普
及
す
れ
ば
、
若
年
就
業
問

題
・
賃
金
デ
フ
レ
・
不
十
分
な
女
性
活
用
と

い
う
三
つ
の
問
題
を
解
消
に
向
か
わ
せ
る
と

と
も
に
、
良
質
な
雇
用
が
増
え
る
形
で
の
雇

用
の
流
動
性
向
上
が
期
待
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
れ
ら
の
働
き
方
が
増
え
る
こ
と
で
、

既
存
正
社
員
の
人
件
費
が
抑
制
さ
れ
る
と
と

も
に
、
職
業
の
連
続
性
を
保
ち
な
が
ら
の
流

動
性
の
高
ま
り
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
結
果

と
し
て
、
企
業
の
新
規
採
用
余
力
が
生
ま
れ
、

非
正
社
員
の
正
規
化
の
可
能
性
が
高
ま
り
、

若
者
に
も
良
質
な
雇
用
機
会
が
増
え
る
で
あ

ろ
う
。
企
業
も
事
業
再
編
が
や
り
や
す
く
な

り
、
収
益
性
の
高
い
事
業
構
造
へ
の
転
換
を

進
め
、
賃
金
を
引
き
上
げ
る
余
地
が
生
ま
れ

る
。
働
き
手
に
と
っ
て
も
、
企
業
か
ら
の
制

約
が
相
対
的
に
少
な
い
働
き
方
で
あ
れ
ば
、

夫
婦
で
労
働
時
間
と
子
育
て
時
間
を
シ
ェ
ア

し
あ
う
こ
と
が
や
り
易
く
な
り
、
女
性
が
よ

り
重
要
な
仕
事
で
能
力
を
発
揮
し
や
す
く
な

る
。

　

わ
が
国
の
労
使
は
、
過
去
二
〇
年
間
の
課

題
で
あ
っ
た
人
件
費
負
担
の
削
減
に
と
り
あ

え
ず
の
目
途
を
つ
け
、
雇
用
情
勢
は
表
面
上

は
安
定
化
の
動
き
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

な
お
も
多
く
の
構
造
問
題
が
残
り
、
安
定
的

な
雇
用
基
盤
は
ジ
リ
ジ
リ
と
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
労
使
は

そ
う
し
た
現
状
を
直
視
し
、
一
〇
年
、
二
〇

年
先
の
雇
用
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
共
有
し
な
が
ら
、
着
実
に
そ
れ
に
向

け
た
改
革
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
政
府
も

そ
う
し
た
問
題
提
起
や
議
論
の
場
を
用
意
し
、

未
来
志
向
の
制
度
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。




